



























































第 6 章では第 5 章で開発したアルミフレームを用いた医療機器「ラクビ」の異常頭部姿勢
が伴う運動障害である痙性斜頸患者への適用について述べる．患者の症状評価を客観的に
行う評価システムを構築し，全国 4 病院・医師と協力し実験を行った．実験では被験者に 3
ヶ月間毎日 30 分「ラクビ」を装着させ，初診時と 3 ヶ月後の評価スコアと頭部角度を比較
した． 








第 9 章では本研究の結論と今後の課題及び展望について述べる． 
